




血友病治療に家庭療法を導入し同時に包括医療を行っていく上で,治療内容,出血部位,頻

度,関節等の状況,あるいは検査成績などを如何に能率よく把握し,もれることなく記録し

保持していくかということが重要となる。我々の施設ではすでに数年来コンピューターを

導入し,血友病患者専用の記録表(Medical record)に集約された包括医療の全データを記

録し,必要時に速やかにアウトプットする方式を採用してきた。 


